
現場代理人の兼任要件緩和の基本的考え方 

 

●基本的考え方 

災害復旧工事（金額不問）１件については、兼任要件（工事３件、契約金額7,000万円未満）の

枠外とする。 ⇒ ４件まで兼任可能 

 

◎４件まで兼任できる条件 

 ・１件以上の災害復旧工事を含むこと。 

 ・災害復旧工事１件を除いた合計の請負金額が、７，０００万円未満であること。 

 

具体例 

例１ A、B、C３件の契約金額が７，０００万円未満のためD工事まで兼任可（Dは金額不問） 

 

 

 

 

例２ A、B２件の契約金額が７，０００万円未満のためＣ工事まで兼任可（Cは金額不問） 

 

 

 

 

例３ A、B、C３件の契約金額が７，０００万円未満のためD工事まで兼任可（Dは金額不問） 

 

 

 

 

例４ 災害復旧工事を除くA、C、D３件の契約金額が７，０００万円を超過するため兼任不可 

 

 

 

 

例５ 災害復旧工事を除くA、C、D３件の契約金額が７，０００万円未満のためD工事まで兼任可 

 

Ａ工事 

3,000万円 

B工事 

1,500万円 

Ｃ工事 

2,000万円 

Ｄ工事【災害】 

3,000万円 

Ａ工事 

3,000万円 

B工事 

3,000万円 

Ｃ工事【災害】 

3,000万円 

Ａ工事 

2,500万円 

Ｃ工事 

2,000万円 

Ｄ工事【災害】 

3,000万円 

Ｂ工事【災害】 

2,000万円 

Ａ工事 

2,500万円 

Ｃ工事 

1,500万円 

Ｂ工事【災害】 

2,500万円 

Ｄ工事 

3,000万円 

Ａ工事 

2,500万円 

Ｃ工事 

1,500万円 

Ｂ工事【災害】 

2,500万円 

Ｄ工事 

2,000万円 


